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特徴的な取組と成果・効果

取
組

学校運営協議会 地域学校協働活動

　高校での魅力化・特色化に関する
取組についての協議が主となる。総
合的な探究の時間「日光学」や広報
活動等の充実に向けて、各委員の
所属団体や大学が尽力する。また、
eスポーツ部やゴルフ部の新設につ
いて情報や資源を出し合い、各委員
は他団体への橋渡しをも実践して、
学校を広く支援している。

写真

　地域コーディネーターが地域
住民の学校へのニーズを吸い
上げ、日光市社会福祉協議会
等と連携しながら活動案を学校
に持ち寄り、学校の地域連携教
員等と協働して実践する。地域
と学校の活性化を図り、一緒に
郷土料理を作ったり、朝にラジ
オ体操を実施したりしてきた。 「Let's朝活」の様子

〔課題・目標・企画・調整を共有〕
　日光明峰高校の課題について、学校運営協議会の委員たちは、熟議を通して整理し、各委員それぞれの立場で支援ができるこ
ととその時期について協議し、その方向性に応じて分科会（ワーキンググループ）を立ち上げて機敏に取り組み、次回の協議会で
進捗を報告することなどを実践し、各委員が主体的・実践的に役割を果たしている。

「コミュニティ・スクールと地域学校協働活動の一体的実施」のための工夫等

栃木県立

日光明峰高等学校

効果的な運営の工夫

目標や目指す姿（学校） 　学校運営協議会会長の指揮の下、各委員は「評論家でなく、
実行者として」学校教育活動全体の運営等にかかる検討・協議
を重ねている。（ＰＴＡや地域の方々が参画できる）
　学校の抱える課題を、短期的に解決を要するものと、中長期
的に解決に向けるものとに大別し、短期的なものに対しては、有
志の委員で分科会を作り、協議会とは別途日程で協議し、改善
に資している。

目標や目指す姿（地域）

の特徴

背景 委員の立場や属性等

地域住民

保護者

地域民生委員

取組の背景及び目標や目指す姿

写真

学校運営協議会の協議

日光明峰高等学校学校運営協議会 地域学校協働活動推進員
―

平成30年6月21日 設置 地域コーディネーター

「日光学」を通した、学校と地域の魅力を高める地域学校協働活動

学校 学校運営協議会 地域学校協働活動推進員等数
（赤字は内学校運営協議会委員数）

地域学校協働活動

◆生徒の好きなこと・得意なことを通した自己有用感の向上
　（１）総合的な探究の時間「ＥＳＮ」及び「日光学」の地域ぐるみでの実践（H30.4～）
　（２）ｅスポーツ部・ゴルフ部といった特色ある部活動の新設（R3.10～）
◆各種広報活動をとおした本校の理解促進
　（１）「日光明峰高校だより」（H30.10～）；　本校生徒の取組を紹介するカラーリーフレットで、上都賀地区の中学校を中心に隔月
配布している。
　（２）ウィンタースポーツ紹介パンフレット（R3.10）；入学生の県外募集を実施しているスピードスケート部、アイスホッケー部を紹介
する小冊子で、県内外の中学生を対象に配布した。
◆下宿所の整備、新設による県外生受入体制の充実
　（１）地域の有志によるサポーターハウス（H31.4～R2.4）、NIKKO HOCKEYハウスの新設（R3.4～）
　（２）地元ペンションの協力による受入れ（R3.4～）
◆日光駅から高校までのバス定期券の特別通学定期券の導入（R4.4～）
　本校生徒のみが利用できる特別価格の通学バス定期券を東武バスが新設する。
○学校運営協議会の取組により、「一日体験学習」には多くの参加者がある等、本校への関心や期待が確実に高まっている。

　平成30年度より2学級特例校となり、その後入学者数によっては募集
停止となるとされたため、入学者数を増加させる目的で学校の魅力化・
特色化を図ってきた。
　総合的な探究の時間「日光学」で、地域でのフィールドワークや文化
施設等を用いた活動が多い。地域の豊かな人材資源とより密接な協働
体制を築き、社会を自分ごとと捉えられる生徒の探究活動を展開する。
　在校生の学校生活における満足感の向上をねらいとして、既存の教
育活動のさらなる充実化と、新しい活動の展開を検討・協議している。

◆一人一人の力を引き出し、自身と意欲を育てる学校
◆地域に開かれ、地域に学び、地域と共に歩む学校

◆学校を拠点とした地域コミュニティづくり
◆地域住民と児童生徒が協働するふれあいのあるまちづくり
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